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論文審査の要旨（400字以内） 

動脈スイッチ手術は大血管転位症に対する標準術式であり、良好な成績を示してい

る。本研究では，冠動脈を切り取らず、肺動脈と冠動脈の間に自己大動脈壁を用い

た血流トンネルを作成することにより動脈スイッチ手術を行う術式に関して有用性を

検討した。対象は，大血管転位症に対して動脈スイッチ手術が施行された 551 例

中、壁内走行冠状動脈を呈した 15 例である。院内死亡は 3 例であった。遠隔死亡

は 1 例であり，原因は心不全であった。平均観察期間は 20.6±3.6 年で、術後遠隔

期に行った冠動脈検査で，7 例では明らかな狭窄所見を認めなった。今回の検討結

果から，抗血栓性、トンネル部の成長という観点から自己大動脈壁を用いる術式が

有効と考えられた。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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